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れ
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要
旨
明
か
ら
清
に
か
け
て
、
一
幕
も
の
の
演
目
を
集
め
た
「
散
齣
集
」
と
よ
ば
れ
る
戯
曲
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
明
代
に
は
、
四
大
声
腔
と
呼
ば
れ
る
劇
種
が
流
行
し
、
こ
の
う
ち
弋
陽
腔
系
諸
腔
と
崑
山
腔
が
特
に
並
び
立
っ
て
い
た
。
崑
山
腔
は
高
級
知
識
人
が
愛
好
し
、
上
品
で
典
雅
な
劇
種
と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
方
、
弋
陽
腔
系
諸
腔
は
下
層
の
人
々
を
受
容
層
と
し
て
卑
俗
な
内
容
も
含
ま
れ
、
崑
山
腔
よ
り
一
段
低
い
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
、
散
齣
集
に
収
録
さ
れ
る
演
目
も
弋
陽
腔
系
と
崑
山
腔
と
で
は
明
ら
か
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
崑
山
腔
に
比
べ
、
弋
陽
腔
系
の
テ
キ
ス
ト
に
は
歌
詞
の
増
補
や
改
変
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
弋
陽
腔
系
が
制
約
が
少
な
く
、
広
く
行
わ
れ
た
結
果
と
し
て
変
化
の
巾
が
大
き
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
弋
陽
腔
系
の
変
容
が
後
世
の
演
劇
史
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
散
齣
集
が
持
つ
意
味
は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
る
。
筆
者
は
以
前
、
弋
陽
腔
系
散
齣
集
の
書
誌
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
崑
山
腔
の
散
齣
集
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
、
合
わ
せ
て
収
録
状
況
を
ま
と
め
た
表
も
示
し
た
い
。
は
じ
め
に
中
国
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
京
劇
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
は
、
京
劇
の
ほ
か
に
多
く
の
地
方
劇
も
ま
た
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
中
国
に
は
数
多
く
の
地
方
劇
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
、
中
国
の
伝
統
演
劇
が
基
本
的
に
歌
劇
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
方
言
も
音
楽
も
異
な
る
ゆ
え
に
、
地
域
ご
と
の
劇
種
が
生
ま
れ
や
す
い
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
劇
種
が
存
在
す
る
背
景
に
は
受
容
層
の
問
題
も
あ
り
、
特
に
古
い
時
代
に
お
い
て
は
、
一
握
り
の
高
級
知
識
人
と
大
多
数
の
下
層
民
と
い
う
社
会
的
階
層
の
違
い
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
考
察
の
対
象
と
す
る
散
齣
集
と
は
、
一
幕
も
の
の
演
目
を
集
め
た
戯
曲
集
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
代
中
期
以
降
の
刊
行
に
か
か
り
、
現
在
数
十
種
類
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
を
上
回
る
点
数
が
出
版
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
明
代
は
庶
民
の
文
学
が
流
行
し
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
小
説
・
戯
曲
の
書
籍
も
、
ち
ょ
う
ど
出
版
業
の
勃
興
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
数
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
小
説
・
戯
曲
な
ど
の
白
話
文
学
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が
低
調
だ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
表
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
文
学
に
お
い
て
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
知
識
人
の
目
か
ら
見
た
記
録
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
記
録
さ
れ
な
い
か
、
あ
っ
て
も
非
常
に
稀
な
ケ
ー
ス
と
し
て
残
っ
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
明
代
以
前
に
も
通
俗
文
学
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
例
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
明
代
に
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
と
言
え
る
。
散
齣
集
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
一
、
明
代
に
お
け
る
演
劇
状
況
明
代
の
演
劇
状
況
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
お
き
た
い
。
散
齣
集
が
特
に
収
録
す
る
の
は
、
弋
陽
腔
系
の
演
目
で
あ
る
。
こ
の
弋
陽
腔
は
、
海
塩
腔
、
余
姚
腔
、
崑
山
腔
と
並
ぶ
四
大
声
腔
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
明
代
後
半
に
広
範
な
流
行
を
見
、
清
代
以
降
の
演
劇
に
も
影
響
を
与
え
、
中
国
演
劇
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
劇
種
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
伝
統
演
劇
と
し
て
知
名
度
が
高
い
京
劇
も
、
弋
陽
腔
の
遠
い
子
孫
と
言
い
得
る
く
ら
い
で
あ
る
。
弋
陽
腔
は
、
今
の
江
西
省
弋
陽
で
生
ま
れ
、
そ
の
形
成
は
元
末
明
初
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
表
舞
台
に
出
て
く
る
の
は
明
代
中
期
以
降
で
、
南
方
を
中
心
に
流
行
し
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
明
代
の
戯
曲
家
湯
顕
祖
（
一
五
五
〇
〜
一
六
一
六
）
の
「
宜
黄
県
戯
神
清
源
神
廟
記
」
に
見
え
る
「
至
嘉
靖
而
弋
陽
之
調
絶
、
変
為
楽
平
、
為
徽
青
陽
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
青
木
正
兒
博
士
が
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
に
お
い
て
、
弋
陽
腔
が
廃
れ
、
崑
山
腔
が
盛
行
し
た
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
＊
１
の
は
、
こ
の
記
述
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
複
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
＊
２
よ
う
に
、
弋
陽
腔
は
自
在
に
変
化
し
う
る
形
態
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
広
く
伝
播
す
る
中
で
各
地
の
実
情
に
合
わ
せ
て
変
容
を
遂
げ
、
も
と
の
弋
陽
腔
の
姿
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
各
地
に
広
ま
っ
た
弋
陽
腔
は
、
楽
平
で
楽
平
腔
と
な
り
、
徽
州
で
徽
州
調
と
な
り
、
池
州
青
陽
で
青
陽
腔
（
池
州
腔
と
も
い
う
）
と
な
る
な
ど
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
代
に
は

高
腔

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
の
劇
種
と
結
び
つ
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
今
日
の
京
劇
が
成
立
す
る
際
の
母
体
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
弋
陽
腔
が
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
の
伝
播
を
可
能
に
し
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
特
徴
的
な
形
態
で
あ
る
。
当
時
と
も
に
人
気
を
二
分
し
た
崑
山
腔
と
は
異
な
り
、
弋
陽
腔
は
笛
や
弦
楽
器
と
い
っ
た
伴
奏
楽
器
を
用
い
ず
、
太
鼓
や
銅
鑼
を
用
い
て
リ
ズ
ム
を
取
る
と
い
う
形
態
で
、
大
変
騒
が
し
い
上
演
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
滾
調
、
滾
唱
と
い
っ
た
、
一
句
の
長
さ
が
斉
し
い
斉
言
体
の
唱
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
「
今
至
弋
陽
、
太
平
之
滾
唱
、
而
謂
之
流
水
板
、
此
又
拍
板
之
一
大
厄
也（
昨
今
弋
陽
腔
、
太
平
腔
の
滾
唱
と
き
た
ら
、
こ
れ
を
流
水
板
と
言
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
た
拍
板
の
一
大
災
厄
で
あ
る
）」
王
驥
徳
『
曲
律
』
巻
二
「
論
板
眼
」＊
３
『
曲
律
』
は
、
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の
自
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
代
に
は
滾
調
が
弋
陽
腔
に
取
り
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
＊
４
。
こ
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
滾
調
は
知
識
人
に
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
て
お
ら
ず
、
知
識
人
向
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
滾
調
の
例
を
、『
玉
谷
新
簧
』
に
収
録
さ
れ
る
『
琵
琶
記
』
の
一
場
面
で
、
主
人
公
の
一
人
趙
五
娘
が
夫
の
蔡
伯
が
科
挙
受
験
の
た
め
上
京
す
る
の
を
見
送
る
「
五
娘
長
亭
送
別
」
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。
﹇
旦
﹈〔
滾
調
〕
解
元
、
自
古
男
児
志
四
海
、
何
須
妻
子
砕
肝
腸
。
今
歳
今
日
郎
別
妾
、
来
歳
今
日
妾
迎
郎
。
（﹇
旦（
趙
五
娘
）﹈〔
滾
調
〕解
元
、
昔
か
ら
男
児
は
四
海
を
志
す
と
申
し
ま
す
。
妻
の
た
め
に
心
を
痛
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
今
年
の
今
日
は
あ
な
た
は
私
明清刊散齣集の収録演目に見られる特徴について （２）１８９
と
別
れ
て
出
発
し
、
来
年
の
今
日
は
あ
な
た
の
お
帰
り
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。）
こ
の
よ
う
に
、
一
句
の
長
さ
が
斉
し
く
、
だ
い
た
い
四
句
か
二
句
か
ら
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
滾
調
の
前
後
に
は
長
短
句
の
曲
辞
が
並
び
、
し
か
も
曲
辞
ご
と
に
滾
調
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
滾
調
は
、
陸
貽
典
本
や
六
十
種
曲
本
な
ど
の
完
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
見
え
ず
、
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
の
み
見
え
て
い
る
。
中
国
の
口
承
文
芸
に
お
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
詩
讃
系
と
楽
曲
系
と
い
う
二
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
曲
辞
の
句
作
り
に
関
す
る
分
類
で
あ
る
。
詩
讃
系
と
は
、
一
句
が
二
―
三
の
五
字
句
、
四
―
三
ま
た
は
二
―
二
―
三
の
七
字
句
、
三
―
三
―
四
の
十
字
句
（
こ
れ
を
十
字
と
い
う
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
長
さ
の
歌
詞
を
連
ね
る
原
始
的
で
単
純
な
構
造
の
も
の
を
い
う
。
詩
讃
系
の
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
弋
陽
腔
系
諸
腔
が
取
り
入
れ
た
滾
調
や
、
貴
州
で
行
わ
れ
て
い
る
儺
戯
と
呼
ば
れ
る
祭
祀
演
劇
、
唱
本
と
呼
ば
れ
る
俗
曲
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
は
、
京
劇
も
詩
讃
系
演
劇
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
楽
曲
系
は
、
一
句
の
長
さ
が
不
揃
い
の
長
短
句
か
ら
な
り
、
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
歌
詞
を
当
て
は
め
る
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
、
比
較
的
複
雑
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
よ
り
高
級
な
知
識
人
向
け
の
劇
種
と
い
え
る
。
楽
曲
系
演
劇
と
し
て
は
、
元
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現
存
最
古
の
脚
本
が
残
る
雑
劇
（
元
刊
雑
劇
三
十
種
）、
南
戯
の
ほ
か
、
弋
陽
腔
、
崑
山
腔
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
、
弋
陽
腔
系
諸
腔
は
、
単
に
楽
曲
系
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
詩
讃
系
の
部
分
を
取
り
こ
ん
で
い
る
点
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
受
容
層
は
崑
山
腔
の
そ
れ
よ
り
下
層
で
あ
る
。
弋
陽
腔
は
、
伴
奏
楽
器
を
用
い
る
こ
と
な
く
打
楽
器
と
人
の
声
を
バ
ッ
ク
に
し
て
演
じ
ら
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
中
国
各
地
の
方
言
や
音
楽
な
ど
演
劇
に
お
け
る
様
々
な
背
景
・
環
境
に
対
応
し
う
る
変
幻
自
在
な
劇
種
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
各
地
に
広
ま
り
、
そ
の
土
地
に
受
け
入
れ
ら
れ
定
着
す
る
に
従
い
、
急
速
に
変
容
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
二
、
散
齣
集
に
お
け
る
収
録
状
況
で
は
、
巻
末
の
散
齣
集
収
録
篇
目
の
表
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
表
の
左
端
か
ら
、「
作
品
名
（
書
名
）」（
ピ
ン
イ
ン
順
）、『
風
月
錦
嚢
』、『
六
十
種
曲
』、「
そ
の
他
の
版
本
」（
但
し
代
表
的
な
も
の
の
み
）
と
並
べ
、
そ
の
次
か
ら
各
散
齣
集
を
『
善
本
戯
曲
叢
刊
』
に
収
録
さ
れ
る
順
序
で
列
挙
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
表
の
左
半
分
（
奇
数
頁
）
が
弋
陽
腔
系
の
演
目
を
収
録
す
る
戯
曲
集
、
右
半
分
（
偶
数
頁
）
が
主
に
崑
山
腔
の
演
目
を
収
録
す
る
戯
曲
集
で
あ
る
。
表
の
始
め
に
挙
げ
て
い
る
『
風
月
錦
嚢
』『
六
十
種
曲
』
は
、
散
齣
集
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
演
劇
史
に
お
い
て
重
要
な
戯
曲
集
で
あ
る
。
簡
単
な
書
誌
を
以
下
に
記
し
て
お
く
。
『
風
月
錦
嚢
』
は
、
徐
文
昭
編
、

氏
進
賢
堂
重
刊
本
（
嘉
靖
三
十
二
年
（
一
五
五
三
））
で
、
現
在
ス
ペ
イ
ン
の
エ
ス
コ
リ
ア
ル
圖
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
半
に
小
唄
の
類
、
後
半
に
節
略
本
で
は
あ
る
が
二
十
種
類
に
の
ぼ
る
戯
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
戯
曲
部
分
の
版
面
は
上
図
下
文
で
、
典
型
的
な
建
陽
本
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
嘉
靖
年
間
の
半
ば
で
、
こ
の
類
の
も
の
と
し
て
は
比
較
的
古
く
、
実
際
に
比
較
を
し
て
み
る
と
、
こ
れ
よ
り
古
い
時
代
の
も
の
と
、
後
の
時
代
の
も
の
の
中
間
的
な
形
態
を
残
し
て
い
る
。
『
六
十
種
曲
』
は
、
明
末
、
常
熟
の
毛
晋
（
一
五
九
九
〜
一
六
五
九
）
の
汲
古
閣
が
刊
行
し
た
戯
曲
作
品
集
で
、
六
十
種
類
の
戯
曲
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
中
国
戯
曲
の
代
表
作
で
あ
る
『
西
廂
記
』『
琵
琶
記
』
を
始
め
、
南
戯
四
大
名
作
荊
・
劉
・
拝
・
殺

、
当
時
一
流
の
戯
曲
家
湯
顕
祖
（
一
五
五
〇
〜
一
六
一
六
）
の
作
品
『
紫
簫
記
』
と
、「
玉
茗
堂
四
夢
」
と
総
称
さ
れ
る
『
紫
釵
記
』『
還
魂
記
』
『
南
柯
記
』『
邯
鄲
記
』も
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、『
六
十
種
曲
』
に
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
も
あ
り
、
中
国
戯
曲
を
研
究
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
明
末
に
出
さ
れ
た
原
刻
本
は
『
繍
刻
演
劇
十
種
』
と
土 屋 育 子１８８（３）
い
う
書
名
で
、
六
回
に
分
け
て
刊
行
さ
れ
た
。『
六
十
種
曲
』
の
名
は
清
朝
に
な
っ
て
か
ら
の
重
刻
本
に
よ
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
崑
山
腔
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
弋
陽
腔
系
諸
腔
、
戯
曲
集
、
崑
山
腔
の
順
に
散
齣
集
を
配
列
す
る
。
各
散
齣
集
の
書
誌
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
＊
５
。
弋
陽
腔
系
諸
腔

『
楽
府
菁
華
』
豫
章
劉
君
錫
輯
、
書
林
三
槐
堂
王
會
雲
刻
本
。
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
刊
。
書
名
『
新
梨
園
摘
錦
楽
府
菁
華
』、
四
巻
、
版
面
は
上
下
二
層
。

『
玉
谷
新
簧
』
吉
州
景
居
士
編
、
書
林
劉
次
泉
刻
本
。
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
刊
。
書
名
『
鼎
刻
時
興
滾
調
歌
令
玉
谷
新
簧
』
、
首
巻
・
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
・
一
巻
、
二
巻
の
六
巻
（
但
し
、
一
覧
表
で
は
目
録
に
合
わ
せ
、
首
巻
と
上
巻
を
１
、
中
巻
を
２
、
下
巻
を
３
…
…
と
記
す
）、
版
面
は
上
中
下
三
層
。

『
摘
錦
奇
音
』
正
我
編
、
書
林
敦
睦
堂
張
三
懐
刻
本
。
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
刊
。
書
名
『
新
刊
徽
板
合
像
滾
調
楽
府
官
腔
摘
錦
奇
音
』、
六
巻
、
版
面
は
上
下
二
層
。

『
詞
林
一
枝
』
黄
文
華
選
輯
、
福
建
書
林
葉
志
元
刻
本
。「
万
暦
新
歳
孟
冬
月
葉
志
元
繍
梓
」
の
刊
記
。
書
名
『
新
刻
京
板
青
陽
時
調
詞
林
一
枝
』、
四
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。

『
八
能
奏
錦
』
黄
文
華
編
、
書
林
愛
日
堂
蔡
正
河
刻
本
。「
皇
明
万
暦
新
歳
愛
日
堂
蔡
正
河
梓
行
」
の
刊
記
。
書
名
『
鼎
雕
崑
池
新
調
楽
府
八
能
奏
錦
』、
上
中
下
、
一
二
三
の
六
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。

『
大
明
春
』
扶
揺
程
萬
里
選
、
福
建
書
林
金
魁
刻
本
。
刊
刻
年
不
明
。
書
名
『
鼎
徽
池
雅
調
南
北
官
腔
楽
府
点
板
曲
響
大
明
春
』、
六
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。
巻
二
以
降
は
細
か
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
概
ね
『
新
徽
池
雅
調
官
腔
海
塩
青
陽
点
板
万
曲
明
春
』と
い
う
よ
う
に
、海
塩
腔
と
青
陽
腔
の
演
目
を
収
録
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

『
徽
池
雅
調
』
熊
稔
寰
編
、
福
建
書
林
燕
石
居
主
人
刻
本
。
刊
刻
年
不
明
。
書
名
『
新
天
下
時
尚
南
北
徽
池
雅
調
』、
二
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。

『
尭
天
楽
』
殷
啓
聖
編
、
福
建
書
林
熊
稔
寰
刻
本
。
刊
刻
年
不
明
。
書
名
『
新
天
下
時
尚
南
北
新
調
尭
天
楽
』、
二
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
（
版
式
は
『
徽
池
雅
調
』
と
ほ
ぼ
同
じ
）。
	
『
時
調
青
崑
』
黄
儒
卿
選
、
書
林
四
知
館
刻
本
。
明
末
清
初
の
刊
刻
。
書
名
『
新
選
南
北
楽
府
時
調
青
崑
』、
四
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。


『
玉
樹
英
』
黄
文
華
選
、
書
林
余
紹
崖
刻
本
。
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
序
。
書
名
『
新
精
選
古
今
楽
府
滾
調
新
詞
玉
樹
英
』、
五
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。
但
し
残
本
（
目
録
、
巻
一
、
巻
二
第
一
葉
の
み
現
存
）。

『
万
象
新
』
阮
祥
宇
編
、
劉
齢
甫
刻
本
、
刊
刻
年
不
明
。
書
名
『
梨
園
会
選
古
今
伝
奇
滾
調
新
詞
楽
府
万
象
新
』、
八
巻
、
版
面
は
上
中
下
三
層
。
但
し
残
本（
目
録
、
前
集
巻
一
〜
前
集
巻
四
の
み
）。

『
天
下
春
』
編
者
、
刊
刻
年
な
ど
不
明
。
書
名
『
新
刻
彙
編
書
名
新
聲
雅
襍
樂
府
大
明
天
下
春
』、
版
面
は
上
中
下
三
層
。
巻
四
か
ら
巻
八
の
み
現
存
。

『
楽
府
紅
珊
』
秦
淮
墨
客
（
紀
振
倫
）
選
輯
、
唐
振
吾
刻
。
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
の
刊
だ
が
、
原
刻
本
は
失
わ
れ
、
現
存
す
る
の
は
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
積
秀
堂
覆
刻
本
で
あ
る
。
書
名『
新
刊
分
類
出
像
陶
真
選
粋
楽
府
紅
珊
』、
十
六
巻
。
戯
曲
集
（
弋
陽
腔
系
、
崑
山
腔
両
方
を
収
録
）

『
群
音
類
選
』
胡
文
煥
編
。
万
暦
二
十
一
〜
二
十
四
年
（
一
五
九
三
〜
九
六
）
ご
ろ
の
刊
行
か
。
曲
辞
の
み
の
収
録
だ
が
、
比
較
的
大
部
な
戯
曲
集
。
官
腔
、
諸
腔
、
北
腔
、
清
腔

の
四
部
に
分
け
ら
れ
る
。
官
腔
は
崑
山
腔
を
指
し
、
二
十
六
巻
（
但
し
巻
一
〜
巻
五
は
欠
）。
諸
腔
は
弋
陽
腔
系
諸
腔
を
指
し
、
四
巻
。
北
腔
は
雑
劇
と
北
曲
の
散
曲
套
数
を
指
し
、
六
巻
。
清
腔
は
素
謡
の
よ
う
な
も
の
で
、
八
マ
マ
巻
。
そ
の
後
ろ
に
『
群
音
□
選
』
二
巻
が
付
き
、
合
わ
せ
て
四
十
六
巻
。

『
歌
林
拾
翠
』
明
・
無
名
氏
編
、
清
・
奎
壁
齋
、
寶
聖
樓
、
鄭
元
美
等
書
林
覆
刻
明清刊散齣集の収録演目に見られる特徴について （４）１８７
本
。
書
名
『
新
鐫
楽
府
清
音
歌
林
拾
翠
』、
初
集
と
二
集
の
二
巻
。
崑
山
腔

『
呉
萃
雅
』
周
之
標
輯
、
梯
月
主
人
編
。
長
州
周
氏
刻
本
。
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
刊
。
四
巻
。
前
半
二
巻
は
散
曲
套
数
、
後
半
二
巻
（
利
集
、
貞
集
）
に
散
齣
を
収
録
。

『
珊
珊
集
』
周
之
標
編
、
明
末
刊
本
。
曲
辞
の
み
収
録
。
書
名
『
新
刻
出
像
点
板
増
訂
楽
府
珊
珊
集
』
四
巻

『
月
露
音
』
凌
虚
子
編
、
万
暦
年
間
刻
本
。
曲
辞
の
み
収
録
。
四
巻
。

『
詞
林
逸
響
』
許
宇
編
、
萃
錦
堂
刻
本
、
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
刊
。
四
巻
（
前
半
二
巻
は
散
曲
套
数
、
後
半
二
巻
（
月
巻
、
雪
巻
）
は
元
明
の
散
齣
を
収
録
）。

『
怡
春
錦
』
冲
和
居
士
編
、
刊
刻
者
不
明
。
崇
禎
年
間
刊
本
。
書
名
『
新
鐫
出
像
点
板
怡
春
錦
』
六
巻
（
巻
四
に
収
録
さ
れ
る
演
目
の
多
く
は
『
萬
壑
清
音
』
と
一
致
す
る
）。

『
楽
府
南
音
』
洞
庭
簫
士
選
輯
、
湖
南
主
人
校
点
、
万
暦
年
間
刻
本
。
書
名
『
新
刻
点
板
楽
府
南
音
』、
二
巻
。（『
珊
珊
集
』
と
同
じ
版
式
で
、
本
文
も
一
致
す
る
部
分
が
多
い
）

『
賽
徴
歌
集
』
明
・
無
名
氏
編
、
万
暦
年
間
刻
巾
箱
本
。
六
巻
。

『
万
壑
清
音
』
止
雲
居
士
編
輯
、
白
雪
山
人
校
点
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
刊
本
に
も
と
づ
く
抄
本
。
八
巻
。
	
『
玄
雪
譜
』
鋤
蘭
忍
人
選
輯
、
媚
花
香
史
批
評
、
明
末
刊
本
。
書
名
『
新
鐫
繍
像
評
点
玄
雪
譜
』、
四
巻
。


『
南
音
三
籟
』
凌
濛
初
輯
、
明
末
原
刊
本
に
清
・
康
煕
年
間
増
訂
本
を
補
う
。
四
巻
。

『
酔
怡
情
』
明
・
青
溪
菰
蘆
釣
叟
編
、
清
初
・
古
呉
致
和
堂
刊
本
。
書
名
『
新
刻
出
像
点
板
時
尚
崑
腔
雑
曲
酔
怡
情
』
八
巻
。

『
綴
白
裘
』
清
・
玩
花
主
人
編
選
、
銭
徳
蒼
続
選
、
鴻
文
堂
梓
行
、
乾
隆
四
十
二
年
（
一
七
七
七
）
校
訂
重
鐫
本
。
十
二
集
四
十
八
巻
＊
６
。

『
納
書
楹
曲
譜
』
清
・
葉
堂
編
、
納
書
楹
原
刻
、
乾
隆
五
十
七
〜
五
十
九
年
（
一
七
九
二
〜
九
四
）
刊
本
（
曲
辞
の
み
収
録
）
。
正
集
四
巻
、
続
集
四
巻
、
外
集
二
巻
、
補
遺
四
巻
。

『
審
音
鑑
古
録
』
清
・
琴
隠
翁
編
、
道
光
十
四
年
（
一
八
三
四
）
東
郷
王
継
善
補
讐
刊
本
。

『
六
也
曲
譜
』
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
刊
本
。
（
台
湾
中
華
書
局
影
印
本
）
作
品
に
よ
っ
て
、
弋
陽
腔
系
散
齣
集
と
崑
山
腔
散
齣
集
で
の
収
録
状
況
が
異
な
る
が
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。（
１
）
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
多
く
収
録
さ
れ
る
も
の
、（
２
）崑
山
腔
散
齣
集
に
多
く
収
録
さ
れ
る
も
の
、（
３
）
弋
陽
腔
系
・
崑
山
腔
の
い
ず
れ
の
散
齣
集
に
も
収
録
さ
れ
る
も
の
、で
あ
る
。以
下
、
代
表
的
な
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
録
状
況
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
巻
末
の
表
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
本
稿
で
言
及
す
る
作
品
の
み
取
り
上
げ
た
が
、
す
べ
て
の
作
品
の
収
録
状
況
を
示
し
た
表
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
１
）
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
収
録
さ
れ
る
作
品
に
は
、『
断
髪
記
』『
三
元
記
』『
目
連
記
』『
十
義
記
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
崑
山
腔
散
齣
集
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、主
と
し
て
弋
陽
腔
系
諸
腔
で
上
演
さ
れ
た
演
目
で
あ
る
。そ
の
後
、
清
代
の
『
綴
白
裘
』
な
ど
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
あ
た
か
も
そ
の
後
消
え
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
実
際
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、『
目
連
記
』「
尼
姑
下
山
」
は
、『
風
月
錦
嚢
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（「
新
刊
耀
目
冠
場
擢
奇
風
月
錦
嚢
正
雑
両
科
全
集
巻
之
一
」）。『
目
連
記
』
は
『
目
連
救
母
』
と
も
い
い
、
周
知
の
ご
と
く
、
目
連
が
餓
鬼
道
に
落
ち
た
母
を
救
い
に
地
獄
め
ぐ
り
を
す
る
と
い
う
盂
蘭
盆
会
の
も
と
に
な
っ
た
話
を
劇
化
し
た
作
品
で
あ
る
。
目
連
救
母
の
故
事
は
、
古
く
は
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
』
を
始
め
と
し
て
、
唐
代
に
は
変
文
の
『
目
連
縁
起
』、『
大
目
連
冥
間
救
母
』、
元
末
明
初
に
は
雑
劇
の
「
行
土 屋 育 子１８６（５）
孝
道
目
連
救
母
」（『
録
鬼
簿
続
編
』に
題
目
の
み
著
録
）な
ど
の
作
品
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
尼
姑
下
山
」
は
「
目
連
救
母
」
の
脇
筋
で
あ
り
、
の
ち
に
ほ
ぼ
独
立
し
た
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
昆
曲
の
伝
統
演
目
と
し
て
上
演
さ
れ
て
お
り
、
弋
陽
腔
系
の
演
目
が
崑
山
腔
に
流
入
し
た
例
で
あ
る
。今
ひ
と
つ
、
『
三
元
記
』
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
『
三
元
記
』
は
『
商
輅
三
元
記
』
と
い
い
、
別
名
『
断
機
記
』
と
も
い
う
。
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
浙
西
淳
安
の
人
商
霖
は
、
家
が
裕
福
で
読
書
を
好
み
、
も
と
府
尹
秦
徹
の
娘
雪
梅
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。あ
る
時
、秦
徹
を
見
舞
っ
た
商
霖
は
、
雪
梅
を
一
目
見
て
心
を
奪
わ
れ
、
仲
人
を
立
て
て
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
が
、
秦
家
か
ら
は
科
挙
に
合
格
す
る
ま
で
は
と
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
見
か
ね
た
商
霖
の
両
親
が
下
女
の
愛
玉
を
妾
に
入
れ
る
が
、
商
霖
は
恋
煩
い
の
あ
ま
り
つ
い
に
亡
く
な
る
。
雪
梅
は
秦
家
を
出
て
商
家
に
入
り
、
愛
玉
が
生
ん
だ
商
輅
を
立
派
に
育
て
る
こ
と
を
誓
い
、
勉
強
を
怠
る
と
き
に
は
機
織
り
の
糸
を
切
っ
て
教
え
諭
す
。
や
が
て
成
人
し
た
商
輅
は
、
科
挙
の
３
つ
の
試
験
を
首
席
で
合
格
し
、
雪
梅
と
愛
玉
は
そ
れ
ぞ
れ
天
子
か
ら
讃
え
ら
れ
る
。
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
は
、「
雪
梅
観
画
有
感
」「
秦
氏
断
機
教
子
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
清
代
に
関
し
て
は
、
岩
田
和
子
氏
の
研
究
＊
７
に
よ
り
、
唱
本
や
宝
巻
な
ど
に
数
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
唱
本
や
宝
巻
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
は
多
く
詩
讃
系
に
属
し
、
よ
り
俗
な
下
層
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
書
籍
と
し
て
の
刊
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
文
字
化
さ
れ
た
も
の
は
小
冊
子
の
よ
う
な
形
態
で
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
年
、
こ
う
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
目
録
な
ど
も
多
く
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
研
究
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
俗
文
学
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
、
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
収
録
さ
れ
る
演
目
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
２
）崑
山
腔
散
齣
集
に
多
く
収
録
さ
れ
る
作
品
に
は
、『
明
珠
記
』、『
牧
羊
記
』、
『
還
魂
記
』な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
ら
は
も
と
も
と
崑
山
腔
の
作
品
で
あ
る
上
、
弋
陽
腔
に
改
編
さ
れ
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
『
牧
羊
記
』
は
、
漢
の
蘇
武
が
匈
奴
に
使
節
と
し
て
赴
い
て
捕
ら
わ
れ
、
匈
奴
に
仕
官
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
、
北
海
の
ほ
と
り
に
十
九
年
間
幽
閉
さ
れ
た
が
、
の
ち
、
漢
の
昭
帝
の
時
、
帰
国
を
果
た
し
た
と
い
う
『
漢
書
』
に
あ
る
話
に
基
づ
く
作
品
で
あ
る
。
完
本
と
し
て
は
、
清
の
咸
豊
八
年
（
一
八
五
八
）
宝
善
堂
抄
本
が
現
存
す
る
。「
蘇
武
牧
羊
」
が
特
に
好
評
を
得
て
、
現
在
も
昆
曲
な
ど
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
『
還
魂
記
』
は
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
と
も
い
い
、
先
に
述
べ
た
湯
顕
祖
の
作
で
あ
る
。
実
は
、
彼
は
崑
山
腔
の
芝
居
を
書
い
た
の
で
は
な
く
、
江
西
省
撫
州
宜
黄
県
の
地
方
劇
で
あ
る
宜
黄
腔
に
合
わ
せ
て
作
品
を
作
っ
て
い
た
。
宜
黄
腔
は
、
海
塩
腔
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
、
ま
た
当
地
の
弋
陽
腔
系
の
影
響
も
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
＊
８
。
湯
顕
祖
は
こ
の
宜
黄
腔
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
の
で
、『
還
魂
記
』
が
崑
山
腔
で
演
じ
ら
れ
た
と
聞
い
て
激
怒
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
＊
９
。
こ
の
よ
う
な
湯
顕
祖
の
考
え
方
も
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
劇
種
が
変
わ
れ
ば
音
楽
面
で
の
調
整
が
必
要
と
な
る
の
で
、
容
易
に
弋
陽
腔
に
流
入
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
内
容
的
に
弋
陽
腔
系
諸
腔
を
愛
好
す
る
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
弋
陽
腔
系
、
崑
山
腔
と
も
に
収
録
さ
れ
る
の
は
、『
白
兎
記
』、『
拝
月
亭
記
（
幽
閨
記
）』、『
浣
紗
記
』、『
金
印
記
』、『
荊
釵
記
』、『
琵
琶
記
』、『
破
窰
記
（
彩
楼
記
）』、『
千
金
記
』、『
西
廂
記
』、『
玉
簪
記
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
西
廂
記
』『
琵
琶
記
』『
荊
釵
記
』『
白
兎
記
（
劉
知
遠
）』『
拝
月
亭
記
（
幽
閨
記
）』
は
、
宋
元
代
か
ら
の
古
い
由
来
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
広
く
伝
播
し
、
各
地
に
定
着
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
問
題
と
な
る
の
は
各
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
で
あ
る
。
作
品
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
、
崑
山
腔
に
比
べ
る
と
、
弋
陽
腔
系
は
変
化
の
巾
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
収
録
数
は
少
な
い
も
の
の
、
現
在
で
は
失
わ
れ
た
演
目
が
保
存
さ
れ
明清刊散齣集の収録演目に見られる特徴について （６）１８５
て
い
る
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。『
詞
林
一
枝
』『
八
能
奏
錦
』に
収
録
さ
れ
る『﹇
弓
周
﹈
弓
記
』「
李
巡
打
扇
」
は
、
す
で
に
完
本
は
現
存
せ
ず
、
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
詞
林
一
枝
』『
尭
天
楽
』な
ど
に
収
録
さ
れ
る『
玉
簪
記
』「
陳
妙
常
空
門
思
母
」「
陳
妙
常
月
夜
焚
香
」
は
、
現
存
す
る
『
玉
簪
記
』
の
完
本
、
汲
古
閣
六
十
種
曲
本
、
繼
志
齋
本
な
ど
に
は
見
え
ず
、
弋
陽
腔
系
諸
腔
で
独
自
に
発
展
し
た
話
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（『
玉
簪
記
』
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
附
表
を
参
照
）。
三
、
異
同
状
況
の
具
体
例
で
は
、
例
を
挙
げ
て
、
弋
陽
腔
系
と
崑
山
腔
で
の
異
同
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
『
琵
琶
記
』
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
陳
留
県
の
蔡
伯
と
趙
五
娘
の
夫
婦
は
、
新
婚
二
ヶ
月
で
夫
伯
が
科
挙
受
験
の
た
め
に
上
京
す
る
。
伯
は
見
事
及
第
す
る
が
、
牛
大
臣
か
ら
の
婿
入
り
の
誘
い
を
断
り
切
れ
ず
承
諾
す
る
。
留
守
を
守
る
五
娘
は
、
折
か
ら
の
飢
饉
で
塗
炭
の
苦
し
み
を
な
め
、
夫
の
両
親
も
相
継
い
で
亡
く
な
る
。
夫
を
捜
し
に
上
京
す
る
が
、
夫
が
大
臣
家
に
婿
入
り
し
た
こ
と
を
知
る
。
大
臣
の
娘
牛
氏
の
は
か
ら
い
で
五
娘
は
夫
伯
と
再
会
し
、
最
後
は
五
娘
と
牛
氏
の
二
人
を
夫
人
と
し
て
迎
え
団
円
と
な
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
牛
家
に
婿
入
り
し
た
蔡
伯
が
、
妻
の
牛
氏
と
と
も
に
中
秋
の
名
月
を
愛
で
る
場
面
で
、
牛
氏
が
名
月
の
美
し
さ
を
述
べ
る
。
崑
山
腔
か
ら
完
本
の
汲
古
閣
六
十
種
曲
本
、
弋
陽
腔
系
か
ら
『
詞
林
一
枝
』
と
『
摘
錦
奇
音
』
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
。
太
字
部
分
は
曲
辞
、
斜
体
は
滾
調
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
『
琵
琶
記
』
汲
古
閣
本
第
二
十
八
齣
「
中
秋
賞
月
」
【
念
奴
嬌
序
】﹇
貼
﹈
長
空
万
里
、
見
嬋
娟
可
愛
、
全
無
一
点
纖
凝
。
十
二
欄
杆
光
満
処
、
涼
浸
珠
箔
銀
屏
。
偏
称
、
身
在
瑤
台
、
笑
斟
玉
、
人
生
幾
見
此
佳
景
。
﹇
合
﹈
惟
願
取
年
年
此
夜
、
人
月
双
清
。
（﹇
貼
（
牛
氏
）﹈
広
々
と
し
た
空
に
か
か
る
名
月
は
い
と
お
し
く
、
一
点
の
曇
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
十
二
の
欄
干
に
は
月
の
光
が
満
ち
、
玉
の
簾
や
銀
の
屏
風
に
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
が
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
楼
台
で
玉
の
杯
で
飲
み
交
わ
す
こ
と
を
喜
び
ま
し
ょ
う
。
人
生
に
幾
た
び
こ
の
よ
う
な
よ
い
時
が
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。﹇
合
わ
せ
て
唱
う
﹈
た
だ
願
う
は
毎
年
こ
の
夜
に
、
人
も
月
も
い
ず
れ
も
清
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
。）
『
詞
林
一
枝
』
巻
三
「
蔡
伯
中
秋
賞
月
」
【
念
奴
嬌
序
】
長
空
万
里
、
見
嬋
娟
可
愛
、
﹇
生
﹈
夫
人
、
可
愛
甚
的
児
来
。
﹇
貼
﹈
可
愛
秋
風
情
。
秋
月
明
。
落
葉
聚
還
散
、
寒
鴉
棲
復
驚
。
全
無
一
点
纖
凝
。
正
是
月
明
銀
漢
三
千
戸
、
人
酔
金
風
十
二
楼
。
十
二
欄
杆
光
満
処
、
涼
浸
珠
箔
銀
屏
。
偏
称
、
身
在
瑤
台
、
笑
斟
玉
、
相
公
、
月
白
風
清
、
如
此
良
夜
、
怎
不
開
懐
暢
飲
。
正
是
西
風
吹
散
碧
雲
天
。
近
水
楼
台
得
月
先
。
塵
世
難
逢
開
口
咲
、
良
宵
莫
負
遂
心
年
。
人
生
幾
見
此
佳
景
。﹇
合
﹈
惟
願
取
年
年
此
夜
、
人
月
双
清
。
（
曲
辞
部
分
の
訳
は
省
略
…
…
﹇
生
（
伯
）﹈
妻
や
、
な
に
を
い
と
お
し
い
と
い
う
ん
だ
い
。﹇
貼
（
牛
氏
）﹈
秋
の
風
情
、
秋
の
月
明
か
り
を
い
と
お
し
く
思
い
ま
す
。
落
ち
葉
は
集
ま
っ
て
ま
た
散
ら
ば
っ
て
、
か
ら
す
が
じ
っ
と
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
驚
い
て
飛
び
立
ち
ま
す
。
…
…
ま
さ
に
月
明
か
り
と
天
の
川
が
三
千
戸
の
家
を
照
ら
し
、
人
は
十
二
の
楼
閣
に
吹
き
わ
た
る
秋
風
に
酔
い
痴
れ
る
と
い
う
も
の
。
…
…
あ
な
た
、
月
は
明
る
く
風
は
清
ら
か
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
夜
に
、
な
に
ゆ
え
ゆ
っ
た
り
を
お
酒
を
飲
ま
れ
な
い
の
で
す
か
。
ま
さ
に
秋
風
が
青
雲
を
吹
き
散
ら
し
、
水
際
の
楼
閣
に
は
先
に
月
明
か
り
が
降
り
注
ぐ
。
俗
世
に
の
び
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
は
難
し
く
と
も
、
良
き
夜
に
心
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
に
背
い
て
く
れ
ま
す
な
。
…
…
）
『
摘
錦
奇
音
』
巻
一
「
伯
牛
府
賞
秋
」
【
念
奴
嬌
序
】﹇
貼
﹈
長
空
万
里
、
見
嬋
娟
可
愛
、〔
滾
〕
遇
此
良
宵
思
悄
然
。
月
土 屋 育 子１８４（７）
光
如
水
水
如
天
。
凭
欄
翫
賞
須
行
楽
、
風
景
依
稀
似
去
年
。
全
無
半
点
纖
凝
。
十
二
欄
杆
光
満
処
、〔
滾
〕
秋
到
今
朝
三
五
奇
。
金
風
颯
颯
透
庭
幃
。
天
街
夜
色
涼
如
許
、
正
好
追
歓
遣
興
時
。
涼
浸
珠
箔
銀
屏
。﹇
生
﹈
夫
人
、
心
下
要
追
歓
遣
興
、
争
奈
下
官
、
心
中
不
悦
、
無
意
玩
賞
。﹇
貼
﹈
相
公
不
必
恁
憂
心
。
且
展
眉
頭
酔
玉
瓶
。
月
明
池
舘
真
如
画
、
勝
似
瑤
台
浪
（
）
苑
人
。
偏
称
、
身
在
瑤
台
、
笑
斟
玉
、
相
公
。
自
古
道
青
春
易
過
、
美
景
難
逢
。
人
民
閙
賞
、
天
下
相
同
。
人
生
幾
見
此
佳
景
。﹇
合
﹈惟
願
取
年
年
此
夜
、
歳
歳
今
宵
、
人
月
双
清
。
喜
得
人
月
双
清
。
（﹇
貼
（
牛
氏
）﹈
…
…
〔
滾
〕
こ
の
良
き
夜
に
あ
っ
て
も
思
い
は
晴
れ
ず
、
月
光
は
水
の
ご
と
く
水
は
天
の
ご
と
し
。
お
ば
し
ま
に
凭
り
か
か
り
景
色
を
愛
で
楽
し
み
を
尽
く
す
べ
き
、
景
色
は
な
お
去
年
に
は
似
れ
ど
も
。
…
…
〔
滾
〕
秋
が
今
日
十
五
夜
に
至
り
、
秋
風
が
さ
っ
と
部
屋
の
中
に
入
っ
て
く
る
。
街
角
の
夜
の
様
子
も
冷
や
や
か
に
、
ま
さ
に
楽
し
み
を
尽
く
す
と
き
。
…
…
﹇
生
（
伯
）
﹈
妻
や
、
楽
し
む
べ
き
と
は
思
う
が
、私
は
心
が
晴
れ
ず
、楽
し
む
気
に
な
れ
な
い
の
だ
よ
。
﹇
貼
﹈
旦
那
さ
ま
憂
い
を
気
に
な
さ
ら
ず
、
し
ば
し
の
び
や
か
に
お
酒
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
月
明
か
り
に
池
の
畔
の
や
か
た
は
ま
こ
と
画
の
ご
と
く
。
神
仙
の
住
む
と
い
う
楼
台
苑
の
人
に
も
ま
さ
る
楽
し
み
。
…
…
旦
那
さ
ま
。
古
来
若
き
日
は
移
ろ
い
や
す
く
、
素
晴
ら
し
い
景
色
に
も
逢
い
が
た
し
。
人
々
が
楽
し
む
と
き
は
、
天
下
も
楽
し
む
も
の
と
申
し
ま
す
。
…
…
）
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
汲
古
閣
本
が
曲
辞
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
弋
陽
腔
系
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
セ
リ
フ
や
韻
文
、
ま
た
は
滾
調
が
句
ご
と
に
挿
入
さ
れ
、
も
と
の
曲
辞
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
滾
調
の
部
分
は
、
特
に
修
辞
を
凝
ら
し
た
も
の
で
は
な
く
、
崑
山
腔
を
愛
好
す
る
知
識
人
か
ら
み
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
セ
リ
フ
や
滾
調
が
入
る
こ
と
は
、
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
を
台
無
し
に
し
て
い
る
と
う
つ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
増
句
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
時
に
お
い
て
弋
陽
腔
系
の
演
劇
が
常
に
新
し
い
物
を
生
み
出
す
生
命
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
す
び
明
代
中
期
か
ら
清
代
初
め
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
散
齣
集
は
、
弋
陽
腔
系
諸
腔
と
崑
山
腔
と
が
流
行
す
る
中
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
弋
陽
腔
系
散
齣
集
は
、
明
代
以
前
と
清
代
以
降
の
演
劇
史
を
つ
な
ぐ
変
容
の
過
程
を
保
存
し
て
お
り
、
清
代
以
降
の
唱
本
な
ど
に
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
類
似
す
る
演
目
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、各
地
の
地
方
劇
に
与
え
た
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
、
明
代
中
期
以
降
の
出
版
業
の
勃
興
に
関
わ
る
動
き
と
の
関
係
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
弋
陽
腔
系
散
齣
集
に
収
録
さ
れ
る
演
目
が
、
金
陵
（
南
京
）
の
書
坊
富
春
堂
で
出
版
さ
れ
た
完
本
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
研
究
者
の
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
＊
１０
、
ま
た
筆
者
も
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
＊
１１
。
富
春
堂
の
主
唐
富
春
は
江
西
の
人
と
さ
れ
＊
１２
、
ま
さ
に
弋
陽
腔
の
お
膝
元
の
出
身
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
弋
陽
腔
系
散
齣
集
と
富
春
堂
刊
行
の
完
本
と
は
、
さ
ら
に
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
通
俗
文
学
研
究
で
は
、
書
物
と
し
て
出
版
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
み
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
に
あ
た
か
も
地
下
水
脈
の
よ
う
に
表
に
現
れ
な
い
形
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
近
年
、
唱
本
や
宝
巻
、
評
弾
な
ど
の
目
録
も
多
く
作
成
さ
れ
、
ま
た『
俗
文
学
叢
刊
』
と
い
う
大
部
な
総
集
も
出
版
さ
れ
、
研
究
環
境
は
か
な
り
充
実
し
て
き
た
と
言
え
る
。
物
語
の
発
展
、
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
小
説
の
み
な
ら
ず
戯
曲
・
唱
本
な
ど
の
民
間
芸
能
も
含
め
た
総
合
的
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
散
齣
集
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
る
。
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
日
本
・
ア
ジ
ア
文
化
講
座
明清刊散齣集の収録演目に見られる特徴について （８）１８３
＊
１
青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
（
『
青
木
正
児
全
集
』
第
三
巻
、
春
秋
社
、
一
九
七
二
（
初
出
一
九
三
〇
））。
＊
２
葉
徳
均「
明
代
南
戯
五
大
腔
調
及
其
支
流
」（『
戯
曲
小
説
叢
考
』、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）、
金
文
京
「
詩
讃
系
文
学
試
論
」、
小
松
謙
「
詩
讃
系
演
劇
考
」（『
富
山
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
十
二
巻
一
号
（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）、
一
九
八
九
）。
＊
３
『
中
国
戯
曲
論
著
集
成
』
第
四
冊
（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
）
一
一
九
頁
。
＊
４
注
２
葉
前
掲
書
三
十
五
頁
。
＊
５
『
善
本
戯
曲
叢
刊
』（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
四
）「
出
版
説
明
」（
王
秋
桂
執
筆
）、『
海
外
孤
本
晩
明
戯
劇
選
集
三
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
）、
傅
惜
華
『
明
代
伝
奇
全
目
』（
一
九
五
九
）、
荘
一
拂『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
）、
李
修
生
『
古
本
戯
曲
劇
目
提
要
』（
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九
九
七
）
を
参
照
。
ま
た
、
弋
陽
腔
系
散
齣
集
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
弋
陽
腔
系
散
齣
集
の
書
誌
に
つ
い
て
」
（
『
汲
古
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
〇
四
）。
＊
６
『
綴
白
裘
』は
、
崑
山
腔
の
ほ
か
、
弋
陽
腔
の
系
統
を
引
く

子
腔
の
演
目
も
収
録
す
る
が
、
量
的
に
崑
山
腔
の
演
目
が
多
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
。
な
お
、『
綴
白
裘
』
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
版
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
根
ヶ
山
徹
氏
の
一
連
の
研
究
を
参
照
。
根
ヶ
山
徹
「
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
裘
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
」（『
東
方
学
』
第
九
十
八
輯
、
一
九
九
九
）
な
ど
。
＊
７
岩
田
和
子
「
秦
雪
梅
故
事
唱
本
流
通
考
―
―
湖
南
に
お
け
る
唱
本
の
流
通
―
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
２
分
冊
、
二
〇
一
〇
）。
＊
８
注
２
葉
前
掲
書
五
十
四
〜
五
十
七
頁
。
＊
９
王
驥
徳
『
曲
律
』
巻
四
「
雑
論
第
三
十
九
下
」、
及
び
湯
顕
祖
の
尺
牘
「
答
凌
初
成
」
に
よ
る
。『
還
魂
記
』
の
改
作
を
め
ぐ
っ
て
は
、
岩
城
秀
夫
「
沈

と
湯
顕
祖
―
『
還
魂
記
』
の
改
作
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
国
古
典
劇
の
研
究
』創
文
社
、
一
九
八
六
）、
ま
た『
還
魂
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
根
ヶ
山
徹
「『
還
魂
記
』
版
本
試
探
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
九
集
、
一
九
九
七
）
に
詳
し
い
。
＊
１０
馬
華
祥
『
明
代
弋
陽
腔
伝
奇
考
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
者
社
、
二
〇
〇
九
）。
＊
１１
拙
稿
「
戯
曲
テ
キ
ス
ト
の
読
み
物
化
に
関
す
る
一
考
察
―
―
汲
古
閣
本
『
白
兎
記
』
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
八
集
、
二
〇
〇
六
）。
＊
１２
注
１０
馬
前
掲
書
七
十
二
頁
。
土 屋 育 子１８２（９）
附
表
１
明清刊散齣集の収録演目に見られる特徴について （１０）１８１
附
表
２
土 屋 育 子１８０（１１）
附
表
３
明清刊散齣集の収録演目に見られる特徴について （１２）１７９
附
表
４
土 屋 育 子１７８（１３）
